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ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォーか らみ た 服飾

川中美津子

1980年 代か ら第1次 大 戦 の始 まる1914年

頃 まで の ヨーロ ッパ は,緊 張 を内包 しなが

ら も比較 的平和 を保 ち,科 学 ・技 術面 に お

ける著 しい発展 や 産業革 命 の成 功,相 次 ぐ

万 国博覧 会の 開催,そ して海 外へ の進 出 と

い う繁栄 を迎 え た時期 で ある。 ち ょうどこ

の 時期 に,芸 術 の面 にお いて は,従 来 の絵

画 や彫刻 とい う分 野 だけで な く,家 具 や織

物,印 刷 物 な ど 日常 の身 の まわ りの物 を含

め て 装 飾 芸術 と して展 開 した 芸術 活 動 が

アール ・ヌー ヴ ォーで あ る。 アール ・ヌ ー

ヴ ォー とい う用語 は,本 来1895年 にパ リに

開店 したサ ミュエ ル ・ビ ングの美術 店 の名

前 に由来 す る もの であ るが,こ の様 式 は,

ドイッで はユ ーゲ ン トシ ュテ ィル,イ タ リ

アで はステ ィー レ ・リバ テ ィ,ス ペ イ ンで

はアル テ ・ホベ ンな ど と呼 ばれ,ヨ ー ロ ッ

パ の各地 で それぞ れ の特 徴 を持 ち なが ら花

開いた。

ホ イ ッス ラー の デ ザ イ ンに よる 「ピー

コ ック ・ルー ム」(1877ん78)やA.H.々 ッ

クマ ー ドの 「シテ ィイ ・チ ャーチ」 の扉絵

(1883)な どは初 期 のア ール ・ヌ ー ヴォー

の シンボ ル とで も言 え る もので あ る。 また

1880年 代 以後 の ガ レや ドーム に よる数 々の

ガ ラス作 品 に は強 い 自然へ の愛 着 や 日本文

化 の 影響 が 伺 え る。W.ク レ イ ンの挿絵 や

多 くの作 家 に よる アクセ サ リーや家 具 には

人 間 と植 物 と動物 が流 れ る曲線 に よって,

ひ とつ に融合 す る傾 向が顕 著 に現 われ る。

V.オ ル タやH.ギ マ ー ル らの作 品 には,鉄

とい う素材 の伸長 性 と新 しさの発見 が あ る。

鉄 の伸 長性 を石 に も要求 し,鉄 と共 に活 用

したのが スペ イ ンのA.ガ ウデ ィで あ ろ う。

また一方,C.R.マ ッキ ン トッシ ュの 「グラ

ス ゴ ー美 術学 校 」(1897--99,1907～09)

や ウ ィロー喫 茶室 の ドア,J.ホ フマ ンの

「ス トック レ邸」(1903)な どは建 物 の幾

何 学 的 な形態 に よ る簡潔 さを表現 す る もの

で あ る。ア ール ・ヌ ーヴ ォーは,動 ・植物

をデザ イ ン ・ソース に しなが ら,日 本 を含

め て ヨー ロ ッパ圏外 へ の興味 を持 ち,曲 線

の もつ装飾 性 とそ れ を内包 した直 線 の装飾

性 を表現 す る ものであ る。

服 飾 にお いて,1860年 頃 に絶頂 に達 した

ク リノ リン,そ れ に続 くバ ッス ルの ス タイ

ル は,1890年 前後 には前 に突 き出 した胸 と

後 に引 いた腰,脚 にま とわ りつ き,裾 で後

に トレー ンを引 いた 『Sカ ー ブ ・ライ ン』

とな って女性 達 に着用 され た。 それ は コル

セ ッ トで胸 と腰 を ぴっち りと形づ け,後 部

に引 いた腰 か ら床 に垂 れ下が るス カー トで,

横 か ら見 る と,女 性 の身体 を 『S』 字 に創

りあ げ る もの で あ る。1906年 以 後,ポ ー

ル ・ポ ワ レはそ の コールセ ッ トか ら女性 の

身 体 を解 放 し,そ の動 きに 多 くの デ ザ イ

ナー達 が追 随 して いる。

で は,ア ール ・ヌー ヴ ォー の作 品の 中に

服飾 は どの ように表現 され て いる のだ ろ う

か 。 ア ール ・ヌー ヴ ォーよ り少 し早 い時 期

のD.G.ロ セ ッテ ィやE.C.バ ー ン ・ジ ョー

ンズ な どラ フ ァエ ロ前 派 の人達 は,ク リノ

リンやバ ッス ルの全盛 の時期 に,コ ル セ ッ

ト等 に よ り,身 体 を緊縛す るこ との ない,
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ハ イ ・ウエス トで ゆ っ く りと した,自 由な

シ ルエ ッ トの服 飾で 女性 を描 き出 して い る。

T.ロ ー ト レッ ク は 数 多 く の絵 画 や ボ ス

ターの中 に,ウ エス トを細 く形 づ く り,ス

カ ー トの裾 を長 く引 い た女性 や,ア メ リカ

生 まれで,長 くひ だめ多 い ヴ ェール に身 を

包 み,そ の踊 りは空 中 に舞 うスパ イ ラルの

よ うだ と評 された ロ イ ・フラー を多 く描 い

て いる。 しか し,そ れ らは必 ず しも 『S』

字 に堅苦 し く形 づ け られ た姿 で はない 。 ま

た,「 メイ ・ミル トン」 の ポス ター(1895)

で は,現 在で い うA・ ラ イ ンの ドレス を着

た女 性 が描 か れ て い る。J.シ ェ レの ア イ

ス ・ス ケ ー ト場の ポ ス ターは ウエス トを細

く縛 め た,当 時の服 飾 を着用 して はい るが,

『S』 字 に身体 を形 づ け るコル セ ッ トで は

歩行 す ら困難 な場合 が あ るに もかか わ らず,

裾 を翻 して スケ ー トを してい る女 性 の姿で

ある。 ア ール ・ヌー ヴ ォーの芸術 家 と して

知 られ るA.ミ ュ シ ャ の作 品 の 数 々 に も

『Sカ ー ブ ・ライ ン』 の女性 は登 場せ ず,

G.ク リム トの作 品 に も 『Sカ ー ブ ・ライ

ン』 の ス タイル の女 性 を見 出す ことは,ほ

とん どで き ない。 そ れ に反 して,A.マ イ

ヨー ル やG.ド ・フ ー ルの タペ ス トリー に

は,細 い ウエ ス ト,前 に 突 き 出 した胸,

ゆ った り した裾幅 の ス カー ト等,当 時 のス

タイルが み ごとに表現 されて い る。

で は実 際 の女性 達 は何 を着 てい たの だろ

うか。1890年 頃 か ら の フ ァ ッシ ョン ・プ

レー トやパ キ ャンや レ ドフ ァンな ど有名 デ

ザ イナー が発表 した作 品 は完全 に 『Sカ ー

ブ ・ライ ン』 の服 飾 で あ る。 一方,1860年

頃,す で に ウ ィリアム ・モ リス夫 人 はコル

セ ッ トをつ けない ドレス を着,1896年 に は

H.ヴ ァ ン ・ド ・ヴ ェル ド も同様 の ドレス

をデザ イ ンしてい る。1904年 ポー ル ・ポワ

ワ レは 「孔 子」 と題 す る中国風 の ドレスを

発 表 し,1908年 『ヘ レニ ック ・ドレス』 で

完 全 に コルセ ッ トを排 除す る。彼 は同年 に,

極 端 に裾 幅 が狭 く,両 足 を そろ えて跳 んで

い る様 子が 諷刺 的 に描か れ るホ ッブル ・ス

カ ー トを生 み だ した。

アール ・ヌー ヴ ォー の芸 術作 品 と同時 期

の服飾 とをみ る と,肖 像画 として の意味 が

薄 れ る と共 に,新 しさを表 現 す る為 に,必

ず しも当時 の服 飾 をそ の まま表現 して い る

と は 限 ら な い よ う に 思 わ れ る。 同 時 に

フ ァッシ ョン ・プ レー トとい う服飾 を伝 え

る為 の もの は 『Sカ ーブ ・ライ ン』 と,そ

れ に続 く 『ヘ レニ ック ・ドレス』 に代表 さ

れ るス トレー トなシルエ ッ トを示 して い る。

『Sカ ーブ ・ライ ン』 そ してポ ール ・ポ ワ

レへ と続 くこの 時期 の服飾 は,諸 芸 術 の場

合 と同様,曲 線 の もつ装飾 性 と直線 の もつ

装飾 性 を表現 してい る とい え よう。

かわなか・みつこ 成安女子短期大学
1992.3.21第27回 被服分科会
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